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論文　審　査　の　結　果　の　要　旨
農業に対して世界的に様々草間題が危供されているにも関わらず、食料の安全保障と持続的な
環境維持に関する正しい農業開発は発展途上国の主な開発政策の一つとなっている。インドにお
ける食料安全保障と貧困の問題は農業部門の充実によって改善されるもの′と考えられている。イ
ンドのＫｅｒａｌａ州には非常に豊富な自然資源と、良好な社会開発関連部門があるが、Ｋｅｒａｌａ州は
社会的、経済的開発のみならず、水田と稲作農家がこれまでに失ってきた機能を取り戻すことで
生態学的なバランスも改善しつつある。稲作における困難な課題に対処するために、1989年に経
済的、持続的農業活動として稲作を合理化する目的で導入されたグループファーミング計画は、
当初望ましい結果をもたらすことはできなかったが、1998年以来、“地域適合的・持続的農業の
ためのグループアブローダ’いわゆる革新的なＧａｌａｓａシステムが稲作農家に導入されることによ
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って、高度な社会的・経済的な有用性、効率性が稲作にもたらされることになった。
本論文は、Ｇａｌａｓａシステムをシスタマテイツクに調査研究した研究成果が無いこと等を鑑み、
Ｇａｌａｓａシステムの多様な機能に基づく経済的効果を中心に経験的研究として研究成果をまと’めて
いる。
研究に関するサンプル数は240で、その内の180が農家で30がグループリーダー、残りの30
が公務員・科学者からなっており、分析の基本的な目的は、慣行農業（Ｎｏｎ－Ｇａｌａｓａ）と比べた場
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合のＧａｌａｓａシステムの能力、効率性、効果を明らかにすることにある。一方、分析に使用した二
次データは約50年をカバーしており（195卜2004）、一次データは、作物年の1995－1996，2002－2003
の間のデータである。
本論文は導入部、要約を含めて全6葺から構成されている。
第2章では、過去50年間におけるデータに基づいて米生産の経済的背景について述べ、Ｋｅｒａｌａ
州の稲作が壊滅的な状況になった要因を提示し、この状況を改善する手段として革新的なＧａｌａｓａ
システムが導入され、成果があらわれていることを述べている。
第3章では、Ｇａｌａｓａシステムを構成するグループファーミングの成功・失敗を組織的、生産的
側面から検証している。結果として農家はグループ活動を通じて農業の諸問題を克服しており、
Ｇａｌａｓａシステムの成功は、グループファーミングが有効な組織活動、組織的経験をもたらしてい
る結果と言える。Ｇａｌａｓａシステムは政府支援の初期のグループファーミング計画から出発してい
るが、この組織活動が問題克服のための様々な要因を吸収することによって成功を促するものと
なっている。
第4章では、Ｇａｌａｓａシステムにおける規模の経済性とコスト効率について、確率フロンティア
分析、ＤＥＡ分析、コブーダグラス型費用関数等を駆使して分析を展開している。ここで、Ｇａｌａｓａ
システムは規模の経済性とコストや技術的、魂模的効率性の評価に関して際だった高率得点を獲
得することによって、技術的にかなりの費用効果を挙げうることと、機能的・効率的農業生産の
特徴があることを例証している。また一方、Ｇａｌａｓａシステムの費用効率と収益性に最も寄与して
いる要因として、投入要素一覧から、投入する有機肥料割合が相対的に高いことが示されており、
Ｇａｌａｓａ　システムの良好な規模の経済性と規模に応じた収益性の拡大は、持続的農業としての
Ｇａｌａｓａシステムの特筆すべき可能性として示されている。
第5章では、Ｇａｌａｓａシステムは、相対的に低い生産コストと高い収益・費用割合を得ているが、
Ｐａｌａｋｋａｄ地区における慣行農業に比べて2倍の利益を農家にもたらし、州レベルの生産能力に比
べて4倍の利潤を確保していることが示されている。また、Ｇａｌａｓａシステム鱒、州の総農業労働
力の10％程度の雇用を吸収する能力を持ち、かつ重要な食料需要の51％を満たすことで、州の自
給率の半分程度にまで、州の生産力を高める能力を有していることが示されている。
第6章では以上のまとめが述べられており、有機農業を行うＧａｌａｓａシステムは、持続的環境の
維持に有用であり、広くＧａｌａｓａシステムは、環境劣化や失業、穀物不足という課題に対して効果
的な手段になることが述べられている。
以上、本論文ではＧａｌａｓａシステムはＫｅｒａｌａ州における革新的な生産システムであり、規模の
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経済性、収益性の向上、労働力の吸収力等の効果が確率フロンティア分析、ＤＥＡ分析、コブーダ
グラス型費用関数等を駆使して分析展開されている。本論文で示された分析手法、また明らかに
された内容は、今後インドで新たな農業生産システムを構築する上で極めて有用であることと判
断される。
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